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 ☆近年もカラーテレビの輸入は堅調に推移！ 

 ☆中国からの輸入が7割超！ 

 ☆東京港が輸入数量及び金額ともに全国トップ！ 
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カラーテレビの輸入 

輸
入
金
額 

特集 

上図１は、2007年以降のカラーテレビの年別輸入動向を示したものです。 

2010～11年の大きなピークは、2011年7月にアナログ放送がほとんどの地域に

おいて終了し、地上デジタル（地デジ）放送に移行されたことに伴い、地デジ放送対

応機種の需要があったことによるものです。なお、同年3月11日に発生した東日本

大震災の影響を考慮して、東北3県（岩手、宮城、福島）は、地デジ放送への移行

が延期となったことから、全国で地デジ移行が完了したのは2012年4月でした。 

 近年も、当時ほどの伸びはないものの、輸入数量及び金額は堅調に推移していま

す。  

輸
入
数
量 

日本でカラーテレビの本放送が開始されたのは1960（昭和35）年でした。当時、

一般の家庭にあったのは白黒テレビで、カラーテレビはとても珍しいものでした。総務

省の消費動向調査によれば、カラーテレビの本放送開始から6年後の1966（昭和

41)年においても、白黒テレビの普及率が94.4％だったのに対し、カラーテレビの普

及率は0.3％しかなく、まだまだ珍しいものでした。その後、高度経済成長の波に乗っ

てカラーテレビの普及率が伸び、1973（昭和48）年には白黒テレビの普及率を上回

りました。1983（昭和58）年に調査項目から白黒テレビの普及率が除外された後

も、カラーテレビの普及率の調査は続けられており、2020(令和2）年3月末の調査

によれば、二人以上の世帯におけるカラーテレビの普及率は96.2％で、保有台数

は、１世帯当たり約2台となっています。 

今回の特集では、私たちに身近な家電であるカラーテレビを取り上げます。 

本特集の「カラーテレビ」は、テレビジョン受像機器（ラジオ放送用受信機又は音声若しくは

ビデオの記録用若しくは再生用の装置を自蔵するかしないかを問わない。）で、ビデオディス

プレイ又はスクリーンを自蔵するよう設計されているもの（カラーのものに限る。） 

 輸入統計品目番号8528.72-010 液晶式のもの  

         8528.72-090 その他のもの 

に分類されるものです。 

（図1）カラーテレビの年別輸入動向 
（億円） （百万台） 

 地デジ放送に移行 

（一部地域を除く） 

 堅調に推移 

年別動向  
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国別動向 

月別動向    
 2016年以降のカラーテレビの月別輸入動向を右図2で見てみま

しょう。 

 カラーテレビは、月ごとに輸入の増減がみられる品目ですが、毎

年11～12月においては輸入が増加していることが分かります。これ

は、年末年始向けに販売する商品の輸入が増えたものと考えられ

ます。 

 2018年11～12月には最近5年間のうちでは特に輸入金額の大

きな増加があったことが分かります。これは、2018年12月から4K・

8K放送（正式名称：新4K8K衛星放送） の本放送が開始されたこ

とに伴い、対応機種の需要が高まったことによるものと考えられま

す。 

 なお、2020年2月の輸入の減少は、中国における新型コロナウｲ

ルス感染拡大の影響によってサプライチェーンの停滞があったこと

によるものです。その後の輸入の増加は、わが国における新型コロ

ナウｲルス感染拡大による外出自粛に伴う「巣ごもり需要」などを反

映しているものと考えられます。  

 2020年の国別輸入実績では、中国が輸入数量及び金額で全

体の7割を超えています。シェアが大きいため、中国における新型

コロナウイルス感染拡大の影響によるサプライチェーンの停滞が

2020年2月の月別動向に大きく反映されたものと考えられます。 

 中国に続いて、マレーシア、タイの順に輸入数量及び金額ともに

多くなっており、これら3か国で全体の9割を超えています。 

（図3）国別輸入数量シェア （図4）国別輸入金額シェア 

（億円） （千台） 
（図2）月別輸入動向 

輸
入
金
額 

輸
入
数
量 

 4K・8K放送 

本放送開始 

 中国におけるサプライ  

 チェーンの停滞 

※ 

※ 4K・8K放送については、本資料4頁も併せてご覧ください。  
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品目別動向   
貿易統計は、関税法に基づき、輸出入の許可を得るために税関に提出された

輸出入申告書等に記載の品目（9桁の統計品目番号が付されます。）、輸出入金

額、数量などの情報を取りまとめて作成及び公表しているものです。 

品目別の集計は、この9桁の統計品目番号ごとに行われますが、統計品目番

号は技術の進歩などに合わせて改正が行われることがあり、これによって貿易統

計の集計内容も変わることになります。 

では、カラーテレビの輸入統計品目番号はどうなっているか見てみましょう。 

2007年においてカラーテレビには「液晶式」、「プラズマ式」、「その他」の３つの

区分がありました。2018年からは、統計品目番号の改正があったために「プラズマ

式」の区分はなくなり「その他」に含まれることになったため、カラーテレビは「液晶

式」と「その他」の２つの品目で集計されるようになりました（下図5参照）。 

輸
入
数
量 

 上記統計品目番号の改正をふまえ、2007年、2011年、2017年、2020年に

ついて品目別の輸入数量及び金額を表にすると下のようになります。 

 上図6、7によると、2007年以降に「液晶式」のシェアが伸び、2011年には「プ

ラズマ式」と合わせると輸入数量及び金額ともに99%以上に達しました。一方、「そ

の他」の輸入数量及び金額は、2011年にかけて減少しています。 

これは、2007年当時「その他」として輸入されていたブラウン管のカラーテレビ

が、地デジ放送移行に伴い、「液晶式」及び「プラズマ式」の薄型カラーテレビに代

わっていったことを示すものです。2009年から2011年にかけては、家電エコポイン

ト制度（地球温暖化対策と地デジ対応テレビの普及を図る目的で導入された制度

で、省エネルギー性能の高い地デジ対応テレビ等の購入で付与されるポイントを

様々な商品等に交換できました。）があったことも、薄型カラーテレビへの買い替え

の後押しになっていたものと考えられます。 

なお、「その他」として輸入されるテレビは、2017年以降2020年にかけ増加して

いますが、これは、2017年頃にメーカー各社より発表された有機ＥＬテレビの輸入

の増加によるものと考えられます。有機ＥＬテレビには、液晶テレビのディスプレイに

不可欠なLEDバックライトがないことから、より薄型・軽量化が可能であり、今後の動

向が注目されます。 

 この表から、輸入数量及び金額に占める品目別シェアの推移を図にすると下のよう

になります。 
（図6）輸入数量に占める品目別シェアの推移 

（表1）品目別輸入数量及び金額 

（図5）カラーテレビの統計品目番号改正 

（単位 数量：千台 金額：億円） 

（図7）輸入金額に占める品目別シェアの推移 
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港別動向 
 2020年の港別輸入実績では、東京港が輸入数量及び金額ともに全国トップと

なっています。 

 続いて、大阪港、横浜港、神戸港、名古屋港、博多港の順に、大消費地を抱える

主要港が多くなっており、これらの6港で全体の輸入数量及び金額の9割を超えてい

ます。 

おわりに 
 最近、カラーテレビは、地上波の視聴や録画したビデオを視聴するだけでなく、パ

ソコンやスマートフォンと接続して、それらの画面をテレビの大きな画面に映し出す

などといった、新しい使い方がされるようになってきました。 

 これは、動画配信などを行っているコンテンツサービスを利用している人が増え、

映画などの提供コンテンツをいつでも楽しむことができるようになったことと関係があ

るものと考えられます。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、家で過ごす時間が増えたため、こう

したコンテンツをより美しい映像や音で楽しみたい、家族と大きな画面で見たい、今

まで設置がなかった部屋に買い増したい、といったニーズが高まったようです。さら

に、2011年にほとんどの地域で実施された地デジ放送移行に伴ってカラーテレビを

購入した場合は10年が経過して買い替え時期となっていること、特別定額給付金

が支給されたことなども、カラーテレビ購入の後押しとなり最近の輸入動向にも影響

しているものと考えられます。  

 

 4Ｋ・8Ｋ放送とは、現行の高精細度の放送（ハイビジョン放送）より

も、映像や動画の解像度が高い超高精細度の放送（スーパーハイビジョ

ン）のことです。「K」は1,000の意味で、水平（横）方向の画素数を

表しています。つまり、４Ｋなら4×1,000=4,000程度（実際は

3,840）の画素数があることを表しています。特長の１つとして、解像

度の高さがあります。解像度は画素数と密接な関係があり、一般に画素

数が大きい方が解像度が高くなります。画素数を比較してみましょう。 

 現行フルハイビジョン 水平1,920×垂直1,080＝ 約200万画素 

 ４Ｋ放送       水平3,840×垂直2,160＝ 約800万画素 

 ８Ｋ放送       水平7,680×垂直4,320＝約3,300万画素  

となります。この他、表現可能な色や明るさの範囲の大幅な拡大、画像

の高速表示などにより、臨場感あふれる映像を楽しむことが可能です。 

4Ｋ・8Ｋ放送とは？ 

（図9）港別輸入金額シェア （図8）港別輸入数量シェア 
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カラーテレビの輸入数量・金額動向（年別） 

カラーテレビの輸入 

（単位 数量：千台 金額：億円） 

カラーテレビの輸入数量・金額動向（月別） 

（単位 数量：千台 金額：億円） 

カラーテレビの国別輸入数量（2020年） 

カラーテレビの国別輸入金額（2020年） 
（単位 金額：億円） 

（単位 数量：千台） 



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは以下へお願いします。 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：03-3599-6385 
〒135-8615 東京都江東区青海2-7-11 東京港湾合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 
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カラーテレビの港別輸入数量(2020年） カラーテレビの港別輸入金額（2020年） 

（単位 数量：千台） 

（単位 数量：千台） （単位 金額：億円） 

カラーテレビ（品目別）の輸入金額及びシェアの推移（年別） 

     液晶式のもの：輸入統計品目番号8528.72-010    

   プラズマ式のもの：輸入統計品目番号8528.72-020 

     その他のもの：輸入統計品目番号8528.72-090 

カラーテレビ（品目別）の輸入数量及びシェアの推移（年別） 

     液晶式のもの：輸入統計品目番号8528.72-010    

   プラズマ式のもの：輸入統計品目番号8528.72-020 

     その他のもの：輸入統計品目番号8528.72-090 

参考資料：増田健一, 「懐かしくて新しい昭和レトロ家電」, 山川出版社,  

       2013, 53-57p       
（単位 金額：億円） 


